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論文審査の要旨

外反母E止を治療する場合には、第 1中足骨頭と種子骨の適合性を評価するこ

とは重要であるが、単純 X線像では第1中足骨と種子骨との関係、を正確に評価

することは困難である。そこで申請者は、外反母]L! l上足に対して荷重をシミュレー

ションした CT を撮影し、種子骨の位置や種子骨中足骨関節(SMJ) の適合性なら

びに関節症(OA) 変化を詳細に検討した。

前足部 CT冠状断像を用いて、外反母祉患者 142 人269 足を、内側種子骨が種

子骨稜より完全に内側にある足を grade1 、種子骨稜の上に乗っている足を

grade2 、完全に外側に脱臼している足を grade3 として分類した。荷重時単純背

底 X線像の各評価項目と比較することにより、 CT による grade が進行すると、

外反母祉変形も進行していることが明らかになった。また grade3 では種子骨稜

が消失し、 SMJ のOA変化が進行していることを初めて明らかにした。

外反母]L! l上の進行と SMJ のOA変化の関係についてはこれまでに報告はなく、重

症の外反母祉の治療を考える場合、新たな術式が必要になる可能性が示された。

本研究は外反母祉の治療の発展につながる有意義な研究であると評価され、博

士(医学)の学位に値すると考える。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に寄

与するところが大きいと認める。
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